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平成２５年度行政評価方法（概要）

１ 行政評価の全体像

（１） 目 的

① 職員の意識改革（成果重視）を進めるとともに、新たな展開を考える基礎とす

ることにより政策形成能力の向上を図る。

② 県民に対し施策や事業についての説明責任（成果が上がっているか、効果的に

実施されているか等）を果たす。

③ 限られた行政資源を最大限に活用し、事務事業の効率化、適正化を図るととも

に、行政サービスの質の向上を目指す。

（２） 各段階の評価

政 策 １子育ての喜びを実感できる社会づくりの推進 政

・大局的な見地から県 策

が目指すべき方向や ・

目的を示すもの 施

策

施 策 （１）次 代 を 担 う 子 ど も を 社 会 全 体 で 支 え る 環 境 の 整 備 評

・政策目的を達成する （２）きめ細かな対応が必要な子どもと親への支援 価

ための具体的な方策 （３）安心して子どもを生み育てられる保健・医療の充実

事務事業 在宅勤務システム導入事業 事

・施策目的を達成する 子育て支援臨時特例対策事業 務

ための具体的な手段 大分にこにこ保育支援事業 事

市町村児童環境づくり基盤整備事業 業

子育て満足度向上推進事業 評

… 価

２ 政策・施策評価

（１） 評価の対象

「安心・活力・発展プラン２００５（２０１２改訂版）」における、２０政策、

５７施策について評価を実施

（２） 評価方法

○指標による評価

施策毎に設定した目標指標の数値をどれだけ達成できたのかを評価

○指標以外の観点からの評価

目標指標だけでは測れないその他の取り組みについて評価

○施策に対する意見・提言

「安心・活力・発展プラン２００５」推進委員会などの意見・提言を

評価に反映

○上記の評価、意見等を踏まえた総合評価

☆ 昨年度からの変更点
「今後の方向性」を「総合評価」に変更。
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３ 事務事業評価

（１） 評価の対象

平成２４年度に県が実施した事業のうち、主要な４５５事業について評価を実施

（２） 評価方法

① 事務事業評価の視点と内容

ⅰ 「事業の目的」＝事業目的は妥当か → 事業目的の明確化

ⅱ 「成果指標・実績」＝事業目的は達成されているか

→ 指標による成果の把握

ⅲ 「必要性」＝県による実施の必要性はあるか

→ 必要性の検証

ⅳ 「効率性」＝事業は効率的に行われているか

→ 指標による効率性の把握

② 総合評価への反映

２５年度以降の事業の方向性、見直しを行う場合の時期、内容等について総合

評価を実施し、今後の事業展開に活かしています。

４ 公 表

・情報センター、地区情報コーナー、ホームページにより公表


